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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

『
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
』活
動
中

「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
②　
　

　

夏
休
み
の
早
朝
、
市
内
各
区
で

行
わ
れ
た
ラ
ジ
オ
体
操
。
今
年
も

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
親
や
地
域

の
方
々
も
参
加
し
て
、
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
て
い
る
光
景
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
核
家
族
化
、
人
間
関

係
の
希
薄
化
な
ど
か
ら
、
近
所
の

子
ど
も
た
ち
の
顔
も
名
前
も
分
か

ら
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、豊
岡
市
青
少
年
健
全

育
成
会
議
連
絡
会
が
中
心
と
な
り
、

昨
年
か
ら「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

顔
見
知
り
運
動
」を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
を

通
じ
て
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が

顔
見
知
り
に
な
り
、
声
掛
け
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

区
長
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
2
年
目
を
迎

え
た
今
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

着
実
に
浸
透
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

8
月
2
日
に
は
、
八
条
地
区
と

中
筋
地
区
で
、
区
民
総
出
の
ラ
ジ

オ
体
操
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
条
地
区
で
は
、
あ
い
に
く
の

空
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
5
0
0
人

が
参
加
し
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て

く
る
音
楽
に
合
わ
せ
、
元
気
に
体

を
動
か
し
ま
し
た
。
体
操
終
了
後

に
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

地
域
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。今
後
も
、地
域
の
子
ど
も

を
地
域
で
守
り
育
て
る﹃
顔
見
知

り
運
動
﹄に
、協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

《
問
合
せ
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岡
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育
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会
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連
絡
会
事
務
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涯
学
習
課
人
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社
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内
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▲八条地区で行われた「みんなでラ
ジオ体操」

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
顔
見
知
り
運
動

地
域
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
!

　

4
月
に
発
足
し
た「
日
高
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議
」は
、発
足
後
、

先
進
地
視
察
研
修
や
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
、ま
ち
歩
き
お
よ

び
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
開
催
に
よ

り
、地
区
の
現
状
や
課
題
の
抽
出
、

整
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
現
状
や
課
題

を
ま
と
め
、
地
区
の
将
来
像
や
目

標
を
決
定
し
て
地
区
構
想
の
素
案

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

■「
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

の
活
動
経
過

○
4
月
24
日　

第
1
回
日
高
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議

・
委
嘱
書
の
交
付
、
役
員
の
選
出
、

規
約
の
確
認

・
地
区
構
想
策
定
の
趣
旨
説
明

○
6
月
3
日　

第
2
回
日
高
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議

・
地
区
の
現
状
を
把
握
す
る
資
料

提
示

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
案

○
7
月
7
日　

先
進
地
視
察
研
修

・
西
脇
市
比ひ
の
べ延
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会（
市
民
と
行
政
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
計
画
お
よ
び
活
動

に
つ
い
て
）

○
7
月
15
日　

第
3
回
日
高
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議

・
先
進
地
視
察
研
修
結
果
に
つ
い

て
・
地
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

○
7
月
25
日
～　

住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
配
布

・
日
高
地
区
を
調
査
対
象
と
し
て
、

住
民
の
意
向
を
計
画
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
基
礎
資
料
に
活
用

○
8
月
22
日　

ま
ち
歩
き

・
地
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

4
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
現
地
調

査

　

市
で
は
、今
年
度
か
ら
、お
お
む
ね
小
学
校
区
程
度
の
ま
と
ま
り
の

あ
る
範
囲
を
対
象
に
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け

て
、取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
で
い
る「
日
高
地
区
」の
取
組
み
に
つ
い
て
、2

カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
☎
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－
1
7
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2

▲まち歩き
▲第3回まちづくり会議（ワーク
ショップ）

▲先進地視察研修（西脇市比延地
区まちづくり協議会）
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区
）に
は
、
北
但
層
群
八
鹿
層
と

村
岡
層
の
砂
岩
泥
岩
が
分
布
し
て
、

た
く
さ
ん
の
化
石
が
産
出
し
ま
す
。

　

八
鹿
層
か
ら
は
、
淡
水
湖こ

畔は
ん

の

珪け
い

化か

木ぼ
く

・
足
跡
化
石
、
村
岡
層
か

ら
は
海
生
の
貝
・
魚
の
化
石
が
産

出
し
ま
す
。
貝
の
種
類
は
、
オ
オ

ハ
ネ
ガ
イ
・
ヒ
タ
チ
オ
ビ
ガ
イ
・

ツ
ノ
ガ
イ
な
ど
暖
流
で
1
0
0
メ
ー

ト
ル
以
上
の
水
深
に
す
む
種
類
で

す
。
魚
類
で
は
、
サ
ッ
パ
・
サ
メ

の
歯
な
ど
が
産
出
し
ま
す
。

　

矢
田
川
上
流（
香
美
町
小
代
区
）

は
石い
し

寺で
ら

区
か
ら
照て
ら

来ぎ

層
群
の
礫れ
き

岩

と
泥
岩
の
上
に
寺
田
安あ
ん

山ざ
ん

岩
層
の

溶
岩
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
寺
田
安
山
岩
で
で
き
て

い
る
滝
が
県
の
名
勝
「
吉よ
し

滝た
き

」
で

す
。
礫
岩
の
上
に
流
れ
出
し
た
溶

岩
が
堅
固
で
滝
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
下
位
の
泥
岩
層
が
新
温
泉
町

海う
み

上が
み

区
に
あ
り
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
昆
虫
化
石
や
植
物
化
石
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
こ
の
辺
り
に
大
き
な
カ

ル
デ
ラ
湖
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

照
来
層
群
と
前
後
し
て
猿
尾
滝

ひ
ん
岩
が
北
但
馬
全
域
に
貫
入
し

て
い
ま
す
。
南
北
方
向
の
割
れ
目

に
貫
入
し
た
も
の
が
多
く
、
北
但

層
群
の
堆
積
岩
よ
り
強
固
な
火
山

岩
な
の
で
三
川
山
・
蘇
武
岳
・
妙

見
山
な
ど
高
い
山
と
し
て
残
り
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
が
降
雨
・
降
雪

な
ど
但
馬
地
域
の
気
候
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

約
1
2
0
万
年
前
に
扇お
う
ぎ

の
山せ
ん

火

山
群
の
噴
火
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
前
期
の
溶
岩
に
も
地
磁
気
の
反

転
を
示
す
南
を
向
く
磁
性
が
測
定

さ
れ
、
玄
武
洞
と
同
じ
松
山
逆
磁

極
期
と
判
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
兵
庫
県
最
高
峰

の
氷
の
山（
1
、
5
1
0

メ
ー
ト
ル
）を
は
じ
め
、

鉢
伏
山
・
瀞と
ろ

川か
わ

山や
ま

・
扇

の
山
な
ど
の
火
山
地
形

が
多
く
、
ス
ロ
ー
プ

を
利
用
し
た
登
山
や
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
の
ほ
か
、

冬
季
に
は
、
近
畿
で
も

本
格
的
な
ス
キ
ー
が
楽

し
め
る
地
域
で
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�　　　　　　   鉢
は ち

　伏
ぶ せ

　

香
美
町
は
、
矢
田
川
と
支
流
の

湯ゆ

舟ふ
ね

川が
わ

を
中
心
に
南
北
に
長
く
、

海
岸
部（
香
住
海
岸
エ
リ
ア
）と
山

岳
部（
鉢
伏
エ
リ
ア
）で
は
地
質
が

か
な
り
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ち
ら
に
も
共
通
し

て
い
る
の
は
、
日
本
海
が
で
き
る

直
前
に
淡
水
湖
が
あ
っ
た
証
拠
で

あ
る
大
型
動
物
の
足
跡
化
石
が
産

出
し
、
鮮せ
ん

新し
ん

世せ
い

の
地
層
が
壮
大
な

景
観
を
作
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

湯
舟
川
の
流
域（
香
美
町
村
岡

▲鉢伏山から瀞川山を望む ▲海
うみ

上
がみ

の昆虫化石 ▲猿尾滝 ▲吉滝
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吉
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鉢
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瀞
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▲
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妙
見
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▲

図「鉢伏」
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